
2026 年度 ⼾板⼥⼦短期⼤学⼀般選抜「国語」 出題意図・⽅針 
 
 短期⼤学の授業では、専⾨科⽬の学びをより確実なものとするため、テキストや資料を読
んで内容を正確に理解すること、また理解したことをわかりやすく他者に伝えることが求
められます。本学の国語の問題は、こうした授業内容理解とその活⽤のための⽇本語基礎⼒
を判定するためのものです。⼤問三問のうちわけは、🈩現代⽂、🈔現代⽂、🈪漢字・語彙の
基礎知識となっています。 
 
 🈩は論説⽂で、筆者の主張や⽂章全体の構造を筋道⽴てて理解し表現する⼒、⾔葉の意味
を正確に読む⼒を判定しました。語彙や漢字に関する知識、具体的に何を述べているのか理
解したうえでの⾔い換え、筆者の主張やその主張を⽀える考え⽅、具体と抽象の⾔い換え、
段落の接続関係を問う問題を出しました。 
 
 🈔は🈩とは違うタイプの論説⽂で、こちらでも記述式の解答を複数求めました。⽂章の前
後のつながりをおさえ、書いてあることを正確に読み、内容を理解するといった読解の基本
は変わりません。漢字に関する設問も出題しました。⽂章のすじみちを読み取る⼒を判定す
る点で、基本的な出題⽅針は🈩と同じです。 
 
 🈪は漢字、対義語、類義語等について、基本的な知識を問う設問でした。ものごとを正し
く理解する、思考を深める、効果的に伝えるなどのためには語彙⼒が必要になります。漠然
と覚えている⾔葉や⽂字について、正確に理解して使う⼒があるかを判定しています。 
 
 


